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を対応 す るカル ボ ン酸体- と酸化す る酵素
､(MicrosomalaldePydeoxygenase,MALDO)を精製し,そ
のN末端アミノ酸配列からCYp2A及びCYP2B分子種
であることを明らかにしてきた.そこで,本年度の研
究ではニホンザル (雄 ･3才)肝臓よりmRNAを抽出
し,ヒトCYP2A6cDNAの非翻訳領域を基に設定した
プライマTを用いてRT･PCR法によりcDNAをクロー
ニングした.その塩基配列を決定したところ,その推
測されるアミノ酸配列はヒトCYP2A6と91.0%,ヒト
CYP2A13では 92.3%一致した.ークローニγグした
cDNA を発現用ベクターを用いて酵母に導入し,発現
系の構築を試みた.ニホンザル CYP2A発現酵母よりミ
クロソー ム画分を調製し,ニホンザル MALDO抗血滑
を用いてWestemblotingを行ったところ,約.50kDaの
位置に単一のバンドが検出さ五た.現在,発現酵母よ
り調製したミクロソーム画分を用いて本酵素の酵素化
学的な特性について検討している.
3サル歴性幹細胞の肝細胞-の分化と胎齢等を考慮し
た薬物動態試験-の応用
松永民秀,水上紗弥香,百瀬奉行,
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対応者 :景山節
【目的】サル肝性幹細胞 (ES細胞)から肝細胞-
の分化誘導に関する研究はこれまでほとんど行われて
いない.本研究は,カニクイザルES細胞から肝細胞-
′の分化と,分化過程から見出した新規シ トクロム
P450(CYP)のmRNA発現を明らかにすることを目的と
した.
【方法】サル ES細胞より作成した旺様体 (EB)を
コラーゲン処理したプレー トに接着させ,培養するこ
とにより分化した.
【結果･考察】EB培養により肝細胞マーカーが検
出されたことから,肝細胞-分化していることが示唆
された.また,薬物代謝型分子種o'cYpIAl,CYP2C20,
CYP2D17,CYP3A66,CYP3A8のmRNAが検出された.
さらに,ヒト胎児肝細胞に特異的に発現する CYP3A7
と高い相同性を有する新規 cYp(cYp3A7m)をEB培養
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